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母
な
る
国
営
岩
木
川
左
岸
地
区
に
お
け
る
農
業
基
盤
整
備
の
強
化
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
権
交
代
後
、
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
連
ね
た
「
無
駄
の
削
減
」
な
ど
に
よ
る
財
源
確
保
は
実
現
で
き
ず
、
自
公
政
権

時
に
は
二
・
五
兆
円
を
超
え
て
い
た
農
業
予
算
で
あ
っ
た
が
、
平
成
二
十
四
年
度
予
算
で
は
二
・
一
兆
円
ま
で
大
幅
に
削
減
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
待
つ
も
の
は
、
窮
屈
な
予
算
総
額
の
中
に
お
い
て
、
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
実
現
に
拘
泥
し
た
た
め
、
農

業
基
盤
整
備
事
業
な
ど
重
要
な
分
野
に
お
け
る
予
算
に
つ
い
て
七
割
削
減
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
結
果
に
陥
り
、
我
が

国
を
支
え
る
農
業
の
発
展
に
お
い
て
、
今
尚
重
大
な
過
失
を
残
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
加
え
て
、
そ
の
後
に

お
け
る
農
家
の
実
態
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
、
農
業
構
造
の
脆
弱
化
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題
な
ど
に
よ
っ
て
辛
酸
を
嘗
め
尽

く
し
て
き
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
我
が
青
森
県
津
軽
平
野
の
北
西
部
に
位
置
す
る
「
国
営
岩
木
川
左
岸
地
区
」
で
は
、
近
年
、
営
農
形
態
の

変
化
な
ど
か
ら
出
穂
期
の
用
水
不
足
や
異
常
低
温
に
対
し
て
有
効
と
さ
れ
る
深
水
管
理
も
実
施
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
平
成

八
年
度
か
ら
当
地
区
灌
漑
排
水
事
業
が
実
施
さ
れ
た
が
、
国
営
事
業
と
し
て
来
年
度
が
最
終
年
度
に
あ
た
り
、
今
後
に
お
い
て

も
、
日
本
の
食
料
基
地
と
し
て
、
持
続
的
な
農
業
生
産
が
行
わ
れ
る
も
の
と
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

民
主
党
の
愚
策
に
よ
っ
て
蝕
ま
れ
た
農
業
基
盤
整
備
を
本
来
の
姿
に
取
り
戻
す
た
め
、
農
家
所
得
の
向
上
や
農
業
者
の
高
齢

一



化
に
対
応
し
た
担
い
手
育
成
、
農
地
の
維
持
、
食
料
自
給
率
の
向
上
、
多
面
的
機
能
の
維
持
強
化
を
図
り
、
強
い
日
本
農
業
・

農
村
の
構
築
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
の
で
き
る
農
業
の
発
展
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

国
土
保
全
に
資
す
る
農
業
用
た
め
池
の
整
備
事
業
は
、
平
成
二
十
五
年
度
予
算
で
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
反
映
し
て
い

く
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

農
村
地
域
に
と
っ
て
の
小
水
力
発
電
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
に
お
い
て
益
々
重
要
と
考
え
る
が
、
平
成
二
十

五
年
度
予
算
で
は
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
く
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

平
成
八
年
度
か
ら
岩
木
川
左
岸
地
区
の
灌
漑
排
水
事
業
が
実
施
さ
れ
、
国
営
事
業
と
し
て
来
年
度
が
最
終
年
度
に
あ
た
る

が
、
平
成
二
十
五
年
度
予
算
で
は
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
く
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

四

三
に
関
連
し
、
こ
れ
ま
で
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ
て
国
営
造
成
施
設
管
理
体
制
整
備
促
進
事
業
を
実
施
し
て
き
た
が
、

農
業
者
の
高
齢
化
に
よ
り
担
い
手
の
減
少
が
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、
施
設
の
適
切
な
管
理
水
準
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
き

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
五
年
度
予
算
で
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
反
映
し
て
い
く
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解

如
何
。

二



五

農
家
所
得
の
向
上
や
農
業
者
の
高
齢
化
に
対
応
し
た
担
い
手
育
成
、
農
地
の
維
持
、
食
料
自
給
率
の
向
上
、
多
面
的
機
能

の
維
持
強
化
を
図
り
、
強
い
日
本
農
業
・
農
村
の
構
築
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
の
で
き
る
農
業
の
発
展
を
目
指
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
お
け
る
政
府
与
党
と
し
て
の
行
状
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
反
省
し
て
い
る
の
か
、
野
田
内
閣

の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


